
●総務課関係事業

事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

１．社会福祉事業

（１）法人運営事業

１）社協会員の加入 唯一の自主財源である社協会員会費 ６月１日付にて、下記のとお

促進 が減少傾向の中、加入者自身のメリ り依頼を行う。

ットや恩恵を享受できるシステムづ ・住民会員 65町内会

くり、参加する意義を見つける仕組 ・特別会員 173名

みを今後継続的に展開しながら、加 ・団体会員 17団体

入促進を図っていく。 ・法人会員 90企業

●会費の種類及び金額 【3月31日現在】

＊住民会員------1口 100円以上 件数 金 額

＊団体・特別会員1口 1,000円以上 住民会員 65町内会 2,368,430円

＊法人会員------1口 5,000円以上 特別会員 154名 338,000円

団体会員 17団体 154,000円

法人会員 83企業 1,025,000円

合 計 3,885,430円

２）三役会の開催 必要に応じ開催する ●第１回三役会

日 時：5月16日

場 所：稚内社協２階 会議室

参加者：会長・副会長2名

常務理事・事務局1名

●第２回三役会

日 時 9月15日

場 所 稚内市総合福祉センター

参 集 会長及び副会長3名

３）理事会の開催 必要に応じ随時開催する。 ●第１回理事会

日 時：6月7日

場 所：稚内社協２階 会議室

参加者：理事14名・監事2名

事務局6名

●第２回理事会

日 時：6月23日

場 所：稚内社協２階 会議室

参加者：理事14名・監事2名

事務局6名

●第３回理事会

日 時：3月19日

場 所：稚内総合文化ｾﾝﾀｰ

参加者：理事15名・監事1名

事務局5名



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

４）評議員会の開催 令和6年3月下旬（予定） ●第1回評議員会

※必要に応じ随時開催する。 日 時：6月23日

場 所：稚内総合文化センタ

ー２階 会議室A

参加者：評議員21名・監事2名

会長・副会長3名

常務理事・事務局5名

●第２回評議員会

日 時：3月27日

場 所：稚内総合文化ｾﾝﾀｰ

参加者：評議員25名・監事1名

役員3名 事務局5名

５）監査の実施 本会監事により、四半期ごとにおい ●令和４年度第４四半期監査

て、事業及び会計に関する監査を実 日 時：8月25日

施する 場 所：社協2階会議室

参加者：監事2名・事務局6名

●令和５年度第１四半期監査

日 時：8月18日（金）

場 所：社協2階会議室

参加者：監事2名・事務局4名

●令和５年度第２四半期監査

日 時：11月22日（水）

場 所：社協2階会議室

参加者：7名（監事2名含む）

●令和５年度第３四半期監査

日 時：2月22日

場 所：社協2階会議室

参加者：7名（監事2名含む）

６）理事・監事候補 令和５年度役員一斉改選のため、選 ●令和５年度第１回理事・監

者選考委員会の 出団体枠及び学識経験者の選定のた 事選考委員会

開催 め、開催する。 日 時：5月16日

開催時期：（第1回）令和5年2月頃 場 所：社協2階会議室

※委員構成：常務理事・理事3名・評議員3名 参加者：理事３名･評議員３名

常務理事･事務局１名

７）評議員選任解任 評議員の選任・解任事項が生じた際 開催なし

委員会の開催 に開催する（随時）

※委員構成：監事2名・外部委員2名・事務局1名



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

８）部会・委員会の 事業運営をする中で、課題が生じた 開催なし

開催 際に精通された理事・評議員にお集

まり頂き課題に向けて検討・協議を

行いながら課題解決に向けて取り組

む。（総務・地域・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ・

生活福祉資金）（全課共通）

９）役員研修会の開 法律の改正等、社協を取り巻く環境 開催なし

催 が大きく変化する際、必要に応じ本

会職員が講師となり役員への理解を

深めて頂きながらこれからの社協事

業を運営する上での課題等を協議・

検討する場とする（全課共通）

10）公費補助事業の 国及び道補助事業委託事業を継続し 随時実施

委託継続 ていきながら、社協職員の確保を行

う

11）共同募金の積極 稚内市共同募金委員会との連携を図 随時実施

的増強 り、赤い羽根及び歳末たすけあいの

募金額減少に向け積極的に取り組む

12）一般寄付及び愛 役員が中心となりながら、預託促進 随時実施

情銀行の預託促 に努める｡

13）福祉団体の事務 本会事業の推進にあたり協力関係で 遂行中

局業務 ある事務局業務を行う。

１．稚内市町内会連絡協議会

２．宗谷管内町内会自治会連絡協議会

14）行事用テントの 北海道共同募金会から半額助成を受 ４月 0張り

貸出事業 け導入した行事用テントを無料で貸 ５月 0張り

出しを行う。 ６月 0張り

・福祉センターにて10張り保管 ７月 7張り

８月 26張り

９月 2張り

10月 1張り

11月 0張り

12月 0張り

１月 0張り

２月 0張り

３月 0張り

計 36張り



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

15）関係機関団体と 社協活動推進にあたっては、地域住 総務課が所管する関係団体と

の連携強化、会 民組織、福祉施設、団体等と協働し 特に良好な関係に努め、今後

議行事への参加 た推進方法をとる必要があり、これ 社協活動を推進するにあたっ

ら調整を図るとともに一層の活動連 て連携・協力を図っていく

携強化を図る。各会議、行事等に役

職員を参加させ、連絡調整・研修に

努める。（全課共通）

16）総務課体制の調 社協の機構改革を進めるとともに職 毎月各課長、係長が集まり、

整と充実 員の資質向上と処遇の改善に努め体 それぞれの事業進捗状況や問

制の整備を促進する。また事務局内 題点などを協議し、情報を共

部会議を開催することにより、各課 有している。また、課内会議

のあり方を含め、あらゆる課題を共 も必要に応じ開催し、部署内

有し、課題解決に向けて定期的に意 においても情報共有を実施す

思疎通をとり、スムーズな組織のあ る。

り方及び事業運営を図る（全課協

通）

（２）共同募金助成

事業

１）福祉団体等助成 共同募金の特質に鑑み、地域に根ざ 社協広報誌（第186号）及び新

事業 した相互援助社会の構築に向け、高 聞媒体にて公募を行う。

（財源：赤い羽根募金） 齢者、障害者等の支援を目的とした 【申請期間】

地域における在宅福祉活動の推進を 6月26日から7月21日（一次）

図るという民間福祉活動の原則に従 から7月31日（二次）

い各福祉団体への助成を通じて、福 【申請団体】

祉活動の充実と向上を図る。ただし 14団体（うち新規1件）

し、共同募金の目標額達成が毎年度 【助成決定額】

困難な状況が継続している中で、一 527,000円

般公募という公平公正な申請方法を

実施するとともに申請団体の活動内

容、繰越金額の調査及び助成方法、

助成金額の見直し等について助成審

査委員会にて検討を行い、適正な助

成に努める。

［対象となる団体］

・地域福祉団体

・ボランティア団体

・NPO団体

・地域福祉推進を目的とする団体

・その他上記内容に関連する団体



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

２）歳末見舞金配布 12月1日より実施する歳末たすけあ 社協広報誌7月号（第186号）

事業 い募金を活用し「まごころ」という に掲載し周知を行う。

（財源：歳末たすけあい 名称で見舞金を「本人申請方式」に 10月号広報誌に再度掲載予定

募金） より配布する。なお、対象世帯及び 社協広報誌10月号（第187号）

支給単価については、財源を考慮 に再掲載し周知を行う。

し、助成審査委員会にて決定する 申請期間：10月2日～11月10日

＊配分対象世帯： 対象世帯：56世帯

・70歳以上高齢者のみ世帯 支 給 額：1,460,000円

・障害者世帯 支 給 日：12月15日（金）

・ひとり親世帯 ※単身世帯：25,000円

※1名増加毎に5,000円加算

（３）愛情銀行事業

１）老人の杖及び補 杖及び補助具を必要とする老人に対 【老人の杖】

助具等に対する し、割引価格で販売する。 ４月 0本 0円

助成事業 販売窓口－市役所・社協事務局・ ５月 0本 0円

総合福祉センター ６月 1本 500円

＊杖500円・ゴム50円 ７月 0本 0円

アイスピック 500円 ８月 0本 0円

９月 1本 500円

10月 0本 0円

11月 0本 0円

12月 1本 500円

１月 0本 0円

２月 1本 500円

３月 0本 0円

計 4本 2,000円

【先ゴム】
４月 0個 0円

５月 0個 0円

６月 0個 0円

７月 0個 0円

８月 0個 0円

９月 0個 0円

10月 0個 0円

11月 0個 0円

12月 0個 0円

１月 0個 0円

２月 0個 0円

３月 0個 0円

計 0個 0円



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

【アイスピック】

４月 0個 0円

５月 0個 0円

６月 0個 0円

７月 0個 0円

８月 0個 0円

９月 0個 0円

10月 0個 0円

11月 0個 0円

12月 2個 1,000円

１月 0個 0円

２月 0個 0円

３月 1個 500円

計 3個 1,500円

２）災害被災者への 火災及び自然災害により被害を受け 【単身世帯、火災にて死亡】

援助活動（緊急 た者に対し災害見舞金の支給を行う ４月 1件 20,000円

援護活動） ＊見舞金支給額 ５月 0件 0円

1世帯－単身 10，000円 ６月 0件 0円

2人以上 20，000円 ７月 0件 0円

死 亡 20，000円 ８月 0件 0円

［緊急援護活動］ ９月 0件 0円

低所得世帯であり、経済的な理由に 10月 0件 0円

より一時的に困窮するものに対して 11月 1件 40,000円

相談内容を精査し、特に緊急性が高 12月 0件 0円

い場合は資金を貸付及び給付する。 １月 0件 0円

２月 0件 0円

３月 0件 0円

計 2件 60,000円

３）無収入者見舞金 施設に入所している無年金の方へ毎 【毎月1人5,000円支給】

事業 月見舞金を配分する｡ ４月 1件 5,000円

対象者：3名 ５月 1件 5,000円

６月 1件 5,000円

７月 1件 5,000円

８月 1件 5,000円

９月 1件 5,000円

10月 1件 5,000円

11月 1件 5,000円

12月 1件 25,000円

１月 1件 5,000円

２月 1件 5,000円

３月 1件 5,000円

計 12件 80,000円



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

４）愛の小箱設置事 市内57カ所に設置している「愛の小 【回収状況】

業 箱」について募金箱設置開拓と活動 ４月 2件 26,721円

促進を図る。（随時） ５月 16件 119,028円

６月 2件 14,946円

７月 2件 21,805円

８月 2件 10,331円

９月 5件 41,078円

10月 2件 37,636円

11月 2件 10,943円

12月 0件 0円

１月 3件 22,788円

２月 3件 28,493円

３月 52件 132,341円

計 91件 466,110円

（４）基金運営事業 社会福祉事業の健全な運営に資する 【寄付状況】

１）社会福祉基金 ため、市民の理解を得て基金増強に ４月 0件 0円

取り組む。 ５月 1件 6,608円

６月 1件 500,000円

７月 0件 0円

８月 0件 0円

９月 0件 0円

10月 1件 100,000円

11月 0件 0円

12月 0件 0円

１月 1件 178,489円

２月 0件 0円

３月 0件 0円

計 4件 785,097円

２．公益事業

（１）稚内市総合福 市民福祉の向上を図るため設置され 【利用実績】

祉センターの ているセンターであり適切な管理運 利用件数 利用人員 1日平均

管理運営業務 営を心がける。また北地区において ４月 4件 25人 6.3人

（指定管理者制 中核的役割を担う施設と位置づけ、 ５月 16件 394人 24.6人

度対象業務） 広く市民に利用を促進して有効かつ ６月 11件 406人 36.9人

充実した利用を図る。（指定管理者 ７月 14件 263人 18.8人

指定業務H31～R５ ５年間）５年目 ８月 21件 514人 24.5人

９月 11件 507人 46.1人

10月 9件 199人 22.1人

11月 0件 0人 0人

12月 0件 0人 0人

１月 0件 0人 0人

２月 0件 0人 0人

３月 0件 0人 0人

計 86件 2,308人 26.8人



●地域福祉課関係事業

事 業 名 具体的事業 進 捗 状 況

（１）法人運営事業 本会事業の推進にあたり協力 各団体共に、役員や会員と連携を図り

１）福祉団体の事務 関係である事務局業務を行う 事業推進をしております。

局業務 ①稚内市共同募金委員会 感染対策をしたうえで、各団体事業や

②稚内市老人クラブ連合会 研修会等を実施しております。

③稚内身体障害者福祉協会

④稚内市遺族会

⑤稚内市おもちゃライブラリ

ーわかばの会

２）関係機関団体と 社協活動推進にあたっては、 随時実施

の連携強化、会 地域住民組織、福祉施設、団

議行事への参加 体等と協働した推進方法をと

る必要があり、これらの調整

を図るとともに一層の活動連

携強化を図る。各会議、行事

等に役職員を参加させ、連絡

調整・研修に努める。

３）新規委託事業の 地域福祉・高齢者福祉・障害 随時実施

受託検討調整 者福祉等に関連する事業につ

いて積極的に受託できるよう

関係機関と連携し検討する。

４）地域福祉課体制 社協の機構改革を進めるとと 課内ミーティングを実施し、各事業等

の調整と充実 もに職員の資質向上と処遇の の状況や事業実施の反省などを行って

改善に努め体制の整備を促進 いる。

する。また事務局内部会議を

開催することにより、各課の

あり方を含め、あらゆる課題

を共有し、課題解決に向けて

定期的に意思疎通をとり、ス

ムーズな組織のあり方及び事

業運営を図る。

（２）共同募金助成 実行委員会形式をとり、市民 開 催 日：９月２日（土）

事業 と楽しいひとときを過ごしな 開催場所：稚内市体育館・稚内市総合

１）ふくしフェスタ がら、障害者や高齢者が住み 福祉センター周辺

開催事業 やすい福祉豊かな街づくりを 参 集 者：延べ３００名

考える機会にする。 ※第１回実行委員会開催

＊開催日－9月第１土曜日 ６月１５日（木）

※第２回実行委員会開催

８月１６日（水）



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

２）社協広報紙発行 最新の地域福祉情報及び社協 5月1日(第185号)発行済み

事業 主催の地域福祉サービスを市 7月1日(第186号)発行済み

民に的確に提供するため社協 10月1日(第187号)発行済み

広報紙を「広報わっかない」 1月1日(第188号)発行済み

に含めて発行する（ﾀﾌﾞﾛｲﾄﾞ

判サイズ）年4回発行（全戸

配布）

３）ホームページ運 ｢見える社協｣、｢わかりやす ※随時最新情報をホームページにて提

営事業 い社協｣を心がけ、広く情報 供し、各事業等都度変更があった場

提供・情報公開をしていき市 合等は変更をする。

民との双方向性の高いホーム

ページの維持管理をする。

４）ひとり暮らし老 冬期間、ひとり暮らしの老人 実施期間／委託期間

人等除雪サービ 等が安心して生活できるよう １２月１日～３月３１日

ス事業 にするため、雪にまつわる相 ※１１月２８日委託契約締結

談及び生活道路等の確保に務 委託先：稚内塗装広告共同組合

る。 除 雪 １４３件

パトロール ５０９件

除 雪 合計 ６５２件

５）ふれあいランチ 市内町内会を指定し、町内会 ５月１９日指定町内会決定済み

事業 居住のこどもや親、学校教職 １３町内会指定（申請順）

員、町内会役員が協力して独 ひばり町内会／１０月２９日実施

居および高齢者夫婦世帯へお ひかり町内会／１０月 １日実施

弁当配達や集合型会食による 日吉町内会 ／１１月１９日実施

事業。 上勇知町内会／１２月１０日実施

（14町内会指定） ３月１０日実施

稚恵町内会 ／１０月２２日実施

下勇知町内会／１１月１９日実施

朝日町内会 ／ ９月１８日実施

大黒２町内会／１２月 ９日実施

北４町内会 ／１１月 ５日実施

声問町内会 ／１１月２５日実施

白樺町内会 ／１０月１５日実施

南４町内会 ／１０月２９日実施

※１町内会辞退

（３）愛情銀行事業

１）車椅子等の貸出 各種障害を持った方に対し、 新規貸出し

事業 車椅子等を無料貸出する。 年 間 ３４台

（介護保険外サービス）

使用している車椅子は、寄付



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

によるものと、市民の皆様に 継続貸出し

リングプル収集していただ 年 間 ２０台

き、交換した車椅子です。

（４）稚内市老人福 老人福祉センターとして地域 実績内容【利用者数】

祉センターの の高齢者の利用を促進して有

管理運営事業 効かつ充実した老人福祉の要 開館日数 ２３９日間

１）稚内市老人福祉 としていく施設。 男 性 １，８０８人

センターの管理 （指定管理者指定業務 女 性 １，７２９人

運営業務 H31～R5 5年間） 合 計 ３，５３７人

1日平均 １５人

入浴実績 ９７日間

男 性 ８６４人

女 性 １，３５５人

合 計 ２，２１９人

1日平均 ２３人

（５）ふれあい生活

支援事業

１）要約筆記奉仕員 聴覚障害者等が会議や研修会 ※３月３１日委託契約締結

派遣事業 に参加する際に聞こえの保障 派遣コーディネート実績

の一部としてＯＨＰ等の機器 年 間 １件

を利用して大きく映し出す活 ※社協だより稚内（第185号）に要約筆

動の奉仕員であり、要請と 記及び要約筆記者募集の記事掲載。

派遣のコーディネートを実施

する。

２）介護予防普及啓 介護保険を必要としない健康 担当所管課（健康づくり課）

発事業 な高齢者のための認知症予防 ※６月委託契約締結

学習教室を開催する。 ７月より事業実施

●今恵恵寿会（今恵町内会）

・令和５年７月～１２月

６回開催

●上勇知老人クラブ（上勇知町内会）

・令和５年９月～令和６年２月

６回開催

３）高齢者のいきが 高齢者の介護予防普及啓発を １１月から３月までの事業

いと健康づくり 目的に、健康増進活動、健康 ※１０月委託締結

推進事業 講座、教養講座を実施し、高 ※実施主体は、稚内市老人クラブ連合

齢者自らの健康維持・介護予 会が行います。



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

防を進め「介護を受けない元 ①第２１回はつらつ遊々会開催

気高齢者」を目指した事業を 開 催 日 １２月１２日（火）

行います｡ 開催場所 稚内市体育館

参 加 者 ５８名

②女性料理講座

開 催 日 ２月６日（火）

開催場所 稚内市総合勤労者会館

参 加 者 １８名

③男の料理講座

開 催 日 ３月６日（火）

開催場所 稚内市総合勤労者会館

参 加 者 ８名

④老人クラブ活動研修会

※おんがくで脳トレ

開 催 日 ３月１５日（金）

開催場所 稚内市みどりスポーツ

パーク多目的体育館

参 加 者 ５４名

（６）生活支援コー

ディネーター

事業

１）生活支援コーデ 稚内市の「生活支援体制整備 【コーディネート活動】

ィネーター事業 事業」における「生活支援コ 年間９４回 (38町内会・その他59ヶ所)

ーディネーター事業」を受託

し、多様な主体による多様な 【会 議 ・ 研 修 会】

取り組みのコーディネートを 年間５２回 (26町内会・その他36ヶ所)

担い、高齢者の生活支援・介

護予防サービスの体制整備を 【資 源 開 発】

一体的な活動として推進して 年間３１回 (11町内会・その他20ヶ所)

いく。具体的には生活支援サ

ービスの充実に向けて、地域

ボランティア等の生活支援の

担い手養成・発掘をボランテ

ィアセンターと共同で実施

し、地域資源の開発やネット

ワーク化を推進する。

・第1層ＳＣ１名配置

・第2層ＳＣ２名配置

（７）ボランティア ボランティア活動の総合的な ・ＦＭわっかないに出演しボランティ

センター事業 相談に応じ、活動したい方の ア活動についてのＰＲ。



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

１）ボランティアセ 発掘と育成、登録を進め、ボ ・ＳＮＳによる情報提供を実施。

ンター運営事業 ランティアが欲しい団体との

(相談、登録、 需供調整を行う。ボランティ

斡旋) ア情報を提供し、福祉企画や

ボラ企画の提供。また各学校

福祉教育部門及びボランティ

ア団体に対して、活動推進の

ための相談に応じる体制をと

る。さらにボランティア活動

のＰＲ啓蒙強化を図るため、

各種マスコミや新聞、放送

（ＦＭわっぴー）ＳＮＳ等情

報媒体の積極的活用を図る。

ア ボランティア活 ボランティア活動中の様々な ボランティア活動保険加入状況

動保険加入促進 事故によるケガや賠償責任を 件 数 人 数

事業 補償するためのボランティア 年 間 ４１件 1,497件

活動保険の加入促進、行事用

保険の加入手続き等。 ボランティア行事用保険加入状況

(対象：ボランティアグルー 件 数 人 数

プ、ＮＰＯ法人、町内会等) 年 間 ２４件 2,837件

イ ボランティア愛 年1回開催される全道規模の ※５月中旬新型コロナウイルス感染防

ランド事業 ボランティア交流会への参加 止として開催中止案内がある。

ウ ボランティアセ 市内ボランティア活動につい 随時開催

ンター推進協議 て幅広い見地から意見提言を

会事業 行い、ボランティアの活動内

容等が充実することを目的に

開催する。（随時）

２）災害時における 社協における要援護者支援、 行政担当課との情報交換等実施。

事前準備及び関 避難所支援、ボランティア受 各関係機関等にＰＲをし防災士派遣に

係機関との連携 け入れ支援、救援物資の受け 努めています。

入れ支援、被災市民の情報収

集など直接・間接支援業務内

容を検討し、情報収集に努め

る。

また稚内市防災計画に準拠し

ながら行政機関との連携を密

にしながら各福祉団体へ自主

防災計画等防災関係情報の提

供や社協防災士の積極的な派

遣につとめる。



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

３）ボランティア講 地域でのボランティア活動の 10月15日（日）ひかり町内会防災講座

座開催事業（防 意識が高まる中で、特に地域 10月18日（水）今恵恵寿会防災講座

災・生活支援） における生活支援ボランティ 11月18日（土）日吉宝和会防災講座

アの役割や、実際のボランテ 11月20日（月）潮見第２知恩長寿会

ィア活動について広く啓蒙Ｐ 防災講座

Ｒし、役立つ知識を習得する

ための講座を開催する。

４）ボランティア情 社協広報誌内にコーナーを設 社協だより稚内、ホームページ、ＳＮ

報のＰＲ啓蒙事 置し、活動のＰＲ啓蒙をし、 Ｓにボランティア募集情報等を掲載し

業 ボランティア意識の向上と情 ＰＲ啓発を実施中。

報提供をする。

５）ボランティア関 これからボランティア活動及 [団体･グループ育成助成金]

係団体助成事業 び福祉活動等を開始しようと ・笑って！ふまねっとの会

する団体・グループ等に対し ※助成３年目最終年度

申請を受け、審査し団体・グ ※６月１日に助成金交付済み

ループに対して限度額10万

円、3年間の期間限定で助成

する団体育成事業。活動内容

等を精査し、活動継続性及び

効果を考慮し赤い羽根共同募

金・総合福祉的事業（団体

助成対象）として推薦してい

く。

（８）地域福祉推進

事業

（社協会費事業）

１）福祉委員事業 小地域（町内会）における見 ※令和５年度福祉委員連絡会議

守りネットワーク組織（助け 開 催 日 令和６年２月２８日

合いネットワーク）の活動を 開催場所 稚内総合文化センター

推進し、安心して住み易い地 参 加 者 ３３名（２２町内会）

域を構築する。福祉部福祉委

員を設置している町内会へ活

動費を助成する。

＊対象：５９町内会

福祉委員連絡会議を開催し、

最新情報について情報提供を

する。また福祉委員における

具体的活動について情報交換

をする。

＊連絡会議：年1回



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

２）関係団体助成事 市内に居住する障害児・者へ ［対象１団体］

業 の支援を目的とした福祉活動 ※稚内12.9障害者の日記念事業実行委

の推進を図るという目的のた 員会

め福祉団体への助成を通じ

て、各種福祉活動の充実と向

上を図る。

相談支援課関係事業（生活相談係）

事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

１．社会福祉事業

（１）法人運営事業

１）関係機関団体と 社協活動推進にあたっては、地域住 ○実績報告

の連携強化、会 民組織、福祉施設、団体等と協働し ・R5. 5.18 教育相談ｽﾀｯﾌ会議

議、行事への参 た推進方法をとる必要があり、これ ・R5. 6.14 教育相談ｽﾀｯﾌ会議

加 ら調整を図るとともに一層の活動連 ・R5. 7.12 母子家庭等就業･自立支援ｾﾝﾀｰ合

携強化を図る。各会議、行事等に職 同会議

員を参加させ連絡調整・研修に努め ・R5. 7.22 障害福祉ｱｶﾃﾞﾐｯｸ研修会

る。 ・R5. 7.25 地域ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ養成研修

・R5. 7.25 教育相談ｽﾀｯﾌ会議

・R5. 8.29 地域福祉計画策定ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

・R5. 9.12 地域福祉計画策定ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

・R5.10.11 社会を明るくする運動研修会

・R5.10.18 教育相談ｽﾀｯﾌ会議

・R5.10.20 がん予防道民大会in稚内

・R5.10.27 認知症講演会

・R5.10.28 北海道生活支援･介護予防充実強化研

修(ZOOM)

・R5.12. 3 名士カラオケ協力

・R6. 2.22 自殺予防対策会議

・R6. 3.17 稚内市在宅医療介護連携推進事業

市民ﾌｫｰﾗﾑ

２）相談支援課体制 社協の機構改革を進めるとともに職 ○実績報告

の調整と充実 員の資質向上と処遇の改善に努め体 ・R5. 4.25 係内会議

制の整備を促進する。 ・R5. 5.12 ２課会議

また事務局内部で連携会議を開催す ・R5. 5.17 課長係長会議

ることにより各課のあり方を含め、 ・R5. 5.23 課内会議

あらゆる課題を共有し、課題解決に ・R5. 5.29 課内会議

向けて定期的に意思疎通をとり、ス ・R5. 6. 8 係内会議

ムーズな組織のあり方及び事業運営 ・R5. 6.19 課内会議

を図る。 ・R5. 6.26 社内会議

・R5. 7. 3 枝幸ZOOM会議



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

・R5. 7. 3 課内会議（日自）

・R5. 7.10 係内会議（自立）

・R5.10. 2 三課長打合会議

・R5.10.10 第6次稚内市障がい者基本計画･第7

次稚内市障がい福祉計画･第3期稚内

市障がい児計画の策定に係る意見交換

・R5.10.13 三課長打合会議

・R5.10.30 三課長打合会議

・R5.11. 8 部署会議(宗谷圏域の今後について)

・R5.11.16 三課長打合会議

・R6. 1.22 新年度予算打合せ

・R6. 2. 7 地域福祉課と打合

・R6. 2.29 宗谷圏域枝幸事務所閉鎖に伴う訪問

・R6. 3. 1 課長係長会議

・R6. 3. 8 身障協会三役会

・R6. 3.18 身障協会理事会

・R6. 3.22 教育相談ｽﾀｯﾌ会議

・R6. 3.28 自立生活支援ｾﾝﾀｰ閉鎖に伴う訪問

・R6. 3.30 自立ｾﾝﾀｰ枝幸事務所閉鎖訪問

３）新規委託事業の 地域福祉・高齢者福祉・障がい者福 ○第１四半期実績なし

受託検討・調整 祉等に関連する事業について積極的

に受託できるよう関係機関と連携し

検討する。

４）福祉団体の事務 本会の事業推進にあたり、協力関係 ○実績報告

局業務 である事務局業務を行う。 ・R5. 4.12～13（札幌）

○稚内市民生委員児童委員連絡協議 事務局職員会議

会 ・R5. 4.14 会長会議

・R5. 4.20 会計監査

・R5. 4.26 理事会

・R5. 5.19 子育て推進協議会

・R5. 5.24 代議員会（ＡＭ）

会長会議（ＰＭ）

・R5. 6. 6～7（札幌・11名）

会長、副会長研究協議会

・R5. 6.20 ３部会合同会議

・R5. 6.28 広報委員会

・R5. 6.30 宗谷管内民生委員児童委員専門研修

・R5.7.5～6 住民支え合いﾏｯﾌﾟ研修（札幌）

・R5. 7.21 地域部会

・R5. 7.24 会長会議

・R5. 7.26 編集委員会

・R5.8.23～24

全道児童委員活動研究集会（札幌）

・R5. 8.28 福祉部会



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

・R5. 8.29 地域福祉計画策定ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

・R5.8.30～31

民生委員児童委員活動推進講座（旭川

・R5. 9.12 地域福祉計画策定ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

・R5. 9.20 児童部会

・R5. 9.21 南地区民児協移動研修(美深・名寄)

・R5.10.18 研修委員会

・R5.10.20 地域部会

・R5.10.24 広報（編集委員会)

・R5.10.27 認知症講演会

・R5.11. 6 道民児連地区･市支部長､事務局会議

・R5.11.13 災害に備える民生児童委員活動研修会

・R5.11.15 福祉部会

・R5.11.17 広報委員会

・R5.11.23 稚内青年会議所地域活性事業(協力)

・R5.12.15 理事会

・R5.12.19 新任委員引継研修

・R5.12.22 市との打合(理事長､筆頭副理事長)

・R6. 1.18 会長会議

・R6. 1.28 児童部会

・R6. 2.14 初任者研修

・R6. 2.16 天北地区役員会

・R6. 2.19 教育相談所と打合

・R6. 2.21 活動研修会

・R6. 2.28 地域部会

・R6. 3.11 福祉部会

・R6. 3.14 会長会議

・R6. 3.21 部会長､副部会長会議

（２）生活福祉資金

等貸付事業

１）生活福祉資金の 生活福祉資金貸付制度要綱に基づき ○実績報告

貸付及び相談支 他の貸付制度が利用できない低所得 ・R5. 4.19 緊急小口資金

援、援助活動 世帯や障がい者世帯、高齢者世帯に ・R5.11. 6 相談支援機能向上研修会(札幌)

対し資金の貸付と必要な相談・支援

により経済的自立と生活の安定を目

指すことを目的として、援助指導を

行う。

２）生活資金の貸付 稚内市社協独自の貸付制度であり、 ＜生活資金貸付金＞

一時的に困窮する低所得世帯の相談 ４月 ０件 0円

指導、援助を行う。 ５月 ６件 173,000円

※１世帯５万円以内 ６月 ２件 18,000円

（償還は１０回以内） ７月 ２件 60,000円

８月 ２件 25,000円

９月 ０件 0円



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

10月 １件 20,000円

11月 ０件 0円

12月 １件 10,000円

１月 １件 10,000円

２月 １件 50,000円

３月 ２件 50,000円

合計 １８件 416,000円

＜生活資金償還金＞

４月 ５件 60,000円

５月 ０件 0円

６月 ８件 88,000円

７月 ２件 15,000円

８月 ６件 77,000円

９月 ０件 0円

10月 ６件 44,000円

11月 ０件 0円

12月 ３件 17,000円

１月 １件 10,000円

２月 ３件 65,000円

３月 ０件 0円

合計 ３４件 376,000円

＜愛情銀行償還金＞

４月 ０件 0円

５月 ０件 0円

６月 ０件 0円

７月 １件 3,000円

８月 ０件 0円

９月 ０件 0円

10月 ０件 0円

11月 １件 5,000円

12月 １件 5,000円

１月 ０件 0円

２月 ０件 0円

３月 ０件 0円

合計 ３件 13,000円

○実績報告

・R5. 9.28 生活福祉資金現任職員研修会（札幌）

３）特別生活資金 福祉年金等を受給する高齢者、障が ○実績なし

（冬期生活資金） い者及び特定疾患患者世帯の福祉向 対応期間（10/1～3月末）

の貸付 上を図るため、燃料費など冬期の生

活を確保する資金を必要とする世帯

に対して貸付を行う。



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

４）生活福祉資金、 長期滞納世帯に対して、世帯状況の ○実績報告

生活資金等貸付 確認や償還指導を行うことにより、 ・ケース１【福祉資金 福祉費】

利用世帯への指 滞納に陥った状況や背景などを確認 R5.4.10 指導・集金10,000円

導強化 しながら、償還への助言、指導等を R5.5.10 指導・集金10,000円

行う。 R5.6.12 指導・集金10,000円

（巡回訪問、督促文書発送等） ・ケース２【総合支援資金】

R5.4.14 指導・集金10,000円

R5.5.10 償還指導

R5.6.15 指導・集金10,000円

・ケース３【教育支援資金】

R5.5.25 償還指導

・ケース４【教育支援資金】

R5.6.12 償還指導

・ケース５【教育支援資金】

R5.6.13 償還指導

・ケース６【総合支援資金】

R5.6.12 償還指導

・ケース７【福祉資金 福祉費】

R5.7.10 指導・集金10,000円

R5.8.10 指導・集金10,000円

R5.9.11 指導・集金10,000円

・ケース８【総合支援資金】

R5.7.10 指導・集金 5,000円

R5.8.17 指導・集金 5,000円

・ケース９【福祉資金 福祉費】

R5.10.10 指導・集金10,000円

R5.11.10 指導・集金10,000円

R5.12.11 指導・集金10,000円

・ケース10【総合支援資金】

R5.10.16 指導・集金 5,000円

R5.11.13 償還指導

R5.12.15 指導・集金 10,000円

・ケース11【教育支援資金】

R5.10.13 償還指導

・ケース12【福祉資金 福祉費】

R6. 1.10 指導・集金10,000円

R6. 2.13 指導・集金10,000円

R6. 3.11 指導・集金10,000円

・ケース13【総合支援資金】

R6. 2.16 指導・集金 5,000円

・ケース14【教育支援資金】

R6. 1.31 償還指導

R6. 3. 6 償還指導

・ケース15【教育支援資金】

R6. 3.14 償還指導



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

（３）愛情銀行事業

１）安心サポート事 北海道社会福祉協議会の地域公益活 ＜実績報告＞

業 動として、北海道内の社会福祉法人 ４月 ０件 0 円

（道社協が所管） が事業参加して進める事業であり、 ５月 ０件 0 円

参加法人は20,000円の拠出金が必要 ６月 ０件 0 円

（年間）利用者に30,000円の現物給 ７月 １件 30,000円

付（買物同行支援、公共料金支払い ８月 ０件 0円

など）を行うことができ、１法人に ９月 ０件 0円

つき支援対象者２０名未満まで利用 10月 ０件 0円

可能。 11月 ０件 0円

12月 ０件 0円

１月 ０件 0円

２月 ０件 0円

３月 １件 29,934円

合計 ２件 59,934円

２）”ちょこっと” 新型コロナウイルス感染症が感染症 ○実績なし

買いものサービス 法上の５類感染症に位置付けられた

事業 時には、本事業の見直しを検討する

※三者協定（社協、西條、民生）

（４）地域福祉推進

事業

１）ふれあい総合相 日常生活上の悩みなど、あらゆる相 ＜相談実績＞

談事業 談に応じ、いつでも・誰でも・気軽 ４月 ６件

に相談ができ、適切な助言援助を行 ５月 １８件

う。 ６月 ５件

７月 １０件

８月 ７件

９月 １２件

10月 ５件

11月 ６件

12月 ３件

１月 １件

２月 ４件

３月 ６件

合計 ８３件

・R5. 4. 3 ふれあい総合相談

所相談員連絡会議

（委嘱状12名交付）

２．公益事業

（１）生活困窮者自

立支援事業 生活困窮者自立支援法に基づき、経

１）生活困窮者自立 済的に困窮し、最低限度の生活を維



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

促進事業 持することができなくなるおそれの ＜相談実績（宗谷管内）＞

（北海道及び稚内市 ある方に対して、個々の状況に応じ 相 談 支援申請 合 計

委託事業） た支援を行い、自立の促進を図るこ ４月 ０件 １件 １件

とを目的とする。 ５月 ５件 ０件 ５件

自立を支えるための相談支援体制を ６月 ２件 ０件 ２件

構築するため中核的な機関として、 ７月 ２件 １件 ３件

「自立生活支援センター」として、 ８月 ３件 ２件 ５件

稚内事務所と枝幸事務所に職員を配 ９月 ３件 ２件 ５件

置する。 10月 ２件 ３件 ５件

11月 １件 １件 ２件

○地区：稚内事務所（職員４名） 12月 １件 ０件 １件

（稚内、豊富、幌延、猿払 １月 １件 ０件 １件

利尻、利尻富士、礼文） ２月 ０件 ２件 ２件

枝幸事務所（職員１名） ３月 ０件 ３件 ３件

（浜頓別、中頓別、枝幸） 合計 20件 １５件 ３５件

○内容：自立相談支援、家計改善支

援、就労準備支援、一時生 ＜相談実績（稚内市内）＞

活支援、住居確保給付金相 相 談 支援申請 合 計

談受付など ４月 ０件 ２件 ２件

５月 １件 ２件 ３件

６月 ０件 ０件 ０件

７月 １件 １件 ２件

８月 ２件 ２件 ４件

９月 ８件 ２件 １０件

10月 ０件 １件 １件

11月 ２件 ２件 ４件

12月 １件 ０件 １件

１月 ０件 １件 １件

２月 ０件 ３件 ３件

３月 ３件 ３件 ６件

合計 18件 １９件 ３７件

○実績報告

・R5. 9.11 要望書の提出(宗谷総合振興局)

＜緊急物資支援＞

○ケース１ R5. 4.19

ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ・ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ

○ケース２…３人世帯

・R5.8.3

いわし煮付け、さば味噌煮、

ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、おでん、豚汁、缶詰

ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、肉じゃが、

○ケース３…２人世帯

・R5.8.8



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

米、いわし煮付け、さば味噌煮

ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、ﾎﾜｲﾄｼﾁｭｰ、肉じゃが

ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、トマト煮、豚汁

○ケース４…２人世帯

・R5.8.10

米、いわし煮付け、さば味噌煮

ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、ﾎﾜｲﾄｼﾁｭｰ、肉じゃが

ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、トマト煮、豚汁

おでん

○ケース５…２人世帯

・R5.11.17、11.28、12.8

肉じゃが、ポークカレー、

さば味噌煮、ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、

豚汁、ﾎﾜｲﾄｼﾁｭｰ、おでん、

鶏と野菜のﾄﾏﾄ煮、筑前煮、

いわし煮付け

○ケース６…４人世帯

・R5.11.27

米、安心米、ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、

さば味噌煮、いわし煮付け、

肉じゃが、鶏と野菜のﾄﾏﾄ煮、

おでん、ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、ﾎﾜｲﾄｼﾁｭｰ、

豚汁

○ケース７…１人世帯

・R5.11.27

いわし煮付け、さば味噌煮、

ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、

おでん、豚汁、米

○ケース８…１人世帯

・R5.12.7

米、ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、いわし煮付け、

筑前煮、肉じゃが、豚汁、

鶏と野菜のﾄﾏﾄ煮、おでん、

さば味噌煮

○ケース９…１人世帯

・R6.1.23

米、肉じゃが、ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、

さば味噌煮、ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、

豚汁、いわし煮付、おでん、

○ケース１０…１人世帯

・R6.2.1

米、肉じゃが、ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、

さば味噌煮、ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、

豚汁、おでん、筑前煮

鶏と野菜のﾄﾏﾄ煮

○ケース１１…１人世帯

・R6.2.22、3.1



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

米、五目ごはん、野菜ﾋﾟﾗﾌ、

肉じゃが、ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、

さば味噌煮、ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、

豚汁、鶏と野菜のﾄﾏﾄ煮

○ケース１２…２人世帯

・R6.3.15

米、肉じゃが、ﾎﾟｰｸｶﾚｰ、

ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ煮込み、豚汁

＜会議等＞

・R5. 4.10 豊富町ケース会議

・R5. 4.21 どうねっとﾈｯﾄﾜｰｸ会議

・R5. 4.26 豊富町障がい者福祉連絡会議

・R5. 5.19 どうねっと検討委員会

・R5. 5.24 豊富町障がい者福祉連絡会議

・R5. 6.16 どうねっと検討委員会

・R5. 6.26 枝幸町第1回自殺予防委員会

・R5. 6.28 豊富町障がい者福祉連絡会議

・R5. 7.10 名寄地域生活保護受給者等就労自立促進事

業協議会

・R5. 7.18 稚内市高齢者虐待防止連絡会

・R5. 7.21 どうねっと拡大委員会

・R5. 7.25 稚内地域生活保護受給者等就労自立促進事

業協議会

・R5. 7.25 教育相談ｽﾀｯﾌ会議

・R5. 7.26 豊富町障がい者福祉連絡会議

・R5. 7.31 自殺で死なない死なせない町づくり実行委員会

・R5. 8.24 自殺で死なない死なせない町づくり実行委員会

・R5. 8.28 枝幸町支援調整会議(家計)

・R5. 9. 6 枝幸町支援調整会議(終結)

・R5. 9.22 豊富町ｹｰｽ会議

・R5. 9.27 豊富町障がい者福祉連絡会議

・R5.10.20 生活困窮者支援ﾈｯﾄﾜｰｸ検討会議

・R5.10.23 宗谷管内連携協議会

・R5.11. 1 豊富町障がい者福祉連絡会議

・R5.11.24 豊富町ケース会議

・R5.12.12 ｢地域生活支援拠点｣整備にに向けた関係

者会議

・R5.12.14 浜頓別町支援調整会議枝幸町支援調整会議

・R6.2. 5 豊富町支援調整会議

・R6.2. 6 浜頓別町支援調整会議

・R6.2.21 地域ケア会議

・R6.2.22 地域ケア会議

・R6.2.28 豊富町障がい者福祉会議

・R6.3.22 宗谷地域自殺予防対策推進連絡会議

・R6.3.27 稚内地域拠点ﾈｯﾄﾜーｸ連携会議

・R6.3.29 豊富町障がい者福祉会議



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

＜研修等＞

・R5.5.26 豊富町地域生活支援学習会

・R5.6.19 日常生活支援事業勉強会

・R5.6.21 自立相談支援事業等における調査研究報告会

・R5.6.29 生活福祉資金特例貸付に係る説明会

・R5. 7.21 重層的支援体制構築に向けた説明会

・R5. 8.22 家計改善支援事業について情報交換勉強会

・R5. 9. 8 生活困窮者ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ整備説明会

・R5. 9.12 地域福祉ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

・R5. 9.25 日常生活自立支援事業生活支援員研修

・R5. 9.28 生活福祉資金職員研修

・R5.10.13 北海道生活困窮者支援ﾈｯﾄﾜｰｸ設立総

会どうねっと設立ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

・R5.10. 1 笑って知る成年後見制度講演会

・R5.10.25 多重債務に関わる勉強会

・R5.11．6 相談支援機能向上研修会(特例貸付)

・R5.11.11～12 全国研修交流大会in札幌

・R5.11.20～21 宗谷管内市町村福祉関係職員研修会

・R5.11.27～28 生活困窮者自立支援制度人材養成研

修(相談支援員)

・R5.12.5/19 生活困窮者自立支援制度養成研修(相

談支援員･前期)

・R5.12.26 生活困窮者支援民間団体活動助成事業にお

ける広域的活動団体の事業説明

（２）生活困窮者就

労準備支援事

業

１）生活困窮者就労 生活困窮者自立支援法に基づき、生 ＜相談実績（宗谷管内）＞

準備支援事業 活リズムの乱れや社会との関わりに 相 談 支援申請 合 計

（※新規事業） 不安を抱えている等の複合的な課題 ４月 ０件 ０件 ０件

があり直ちに就労することが困難な ５月 ０件 ０件 ０件

方に対して、一般就労に従事する準 ６月 ０件 １件 １件

備としての基礎能力の形成を支援す ７月 ０件 ０件 ０件

る。 ８月 ０件 ０件 ０件

９月 ０件 ０件 ０件

10月 １件 ０件 １件

11月 ０件 ０件 ０件

12月 ０件 ０件 ０件

１月 ０件 ０件 ０件

２月 ２件 ０件 ２件

３月 ０件 ０件 ０件

合計 ３件 １件 ４件



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

○共同事業体の構成と担当地域 ○実績報告

（事業主体）北海道社会福祉協議会 ・浜頓別町20代男性。R4年12月相

①北海道国際交流センター（渡島） 談支援の同意を得、R5年6月30日

②ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｸ研究実践ｾﾝﾀｰ（空知） に就労準備支援事業申請申込、

③釧路社会的企業創造協議会（釧路） 翌月に浜頓別町にて支援調整会

④ワークフェア（オホーツク） 議開催。

⑤稚内市社会福祉協議会（宗谷） ・７月より浜頓別社協で週１回２

※北海道と北海道社会福祉協議会が 時間程度、就労準備が開始とな

委託契約を結び、共同事業体とし る。

て５カ所の管内圏域と協定を結び ・８月浜頓別町社協より２名後々

モデル事業の間、宗谷管内町村の 就労準備支援事業に繋げたい方

支援活動を行う。 がいると相談があり。

＜会議等＞

・R5.4.19 管内民生委員総会

・R5.4.24 就労準備支援偉業打合せ会議(道社協来所)

・R5.5.31 就労準備支援事業ｺﾝｿｰｼｱﾑ連携会議

・R5.6.27 第1回生活困窮者就労準備支援事業連絡会議

・R5. 7. 3 就労準備打合せ会議

・R5. 7.19 浜頓別町支援調整会議

・R5.11. 2 就労準備支援事業ｺﾝｿｰｼｱﾑ連携会議

・R6.2. 6 就労準備に伴うｹｰｽ会議

・R6.2.21 就労準備支援事業ｺﾝｿｰｼｱﾑ連携会議

●相談支援課関係事業（在宅支援係）

事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

１．社会福祉事業

（１）法人運営事業

１）新たな介護事業 介護事業のあり方について検討し、 ○実績報告

の検討 行政、関係機関と協議を重ね時代に ・R5. 6.30 ゆうぱれっと(利用者の引継）

適応した介護事業について検討をす ・R5.10. 3 稚内市介護人材確保･育成検討会

る。 ・R6. 1.11 稚内市介護人材確保･育成検討会

２）稚内市権利擁護 高齢者、障がい者本人や家族に対す

支援センター る相談受付業務、申し立て資料作成

（仮称）設立準備 業務、成年後見等支援実務及び死後

事務などの一連の成年後見業務、ま

た「日常生活自立支援事業」も含め

た総合的に支援実施できるセンター

の設立構想の整備を稚内市を始め関

係機関に積極的に働きかけ、設立に

向けた基盤づくりを進める。



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

（２）訪問介護等事

業 ４月 ５月 ６月

１）指定居宅サービ 自分や家族だけで日常生活を営むこ 実人数 24 24 23

ス事業 とが難しくなった要介護者等に対し 延人数 137 147 154

（訪問介護及び総合 て介護福祉士やホームヘルパーが自 延回数 149 160 176

事業） 宅に赴き、入浴、排泄、食事等の介 総単位 54,300 47,755 50,790

護、掃除、洗濯、調理等の援助、通 提 供 151時間 142時間 153時間

院時の外出移動サポート等の日常生 時間数 55分 25分 0分

活上のお世話を行う事業。
７月 ８月 ９月

実人数 24 26 24

延人数 154 180 167

延回数 175 206 194

総単位 49,615 60,401 57,222

提 供 141時間 179時間 180時間

時間数 45分 30分 00分

10月 11月 12月

実人数 24 23 20

延人数 182 146 122

延回数 212 169 137

総単位 62,664 52,584 42,374

提 供 210時間 153時間 128時間

時間数 05分 50分 29分

１月 ２月 ３月

実人数 18 19 18

延人数 105 125 135

延回数 116 143 151

総単位 37,556 41,455 44,554

提 供 110時間 125時間 133時間

時間数 50分 50分 20分

○実績報告

・R5. 9.27 介護保険施設等及び障害福祉ｻｰﾋﾞｽ

事業者等集団指導（ｵﾝﾗｲﾝ）

２）居宅介護事業 身体、知的、精神障がい者等に対し 身体 家事 合計

（障害者ホームヘル て心身の特性を踏まえその有する能 ４月 1 44 45

プサービス事業） 力に応じて、自立した日常生活を営 ５月 0 38.75 38.75

むことが出来るよう、入浴、排泄、 ６月 0 43.25 43.25

食事等の介護、調理、洗濯、掃除等 合計 1 126 127

の家事、生活等に関する相談及び助

言並びに外出時における移動の介護 身体 家事 合計

等、その他生活全般にわたる援助を ７月 0 41.5 41.5

行う事業。 ８月 1 45.5 46.5



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

９月 1 42.5 43.5

合計 2 129.5 131.5

身体 家事 合計

10月 1 39.5 40.5

11月 1 40.5 41.5

12月 2.5 33.25 35.75

合計 4.5 113.25 117.75

身体 家事 合計

１月 0 31 31

２月 0 42.25 42.25

３月 0 42.25 42.25

合計 0 116.5 116.5

○実績報告

・R5. 9.27 介護保険施設等及び障害福祉ｻｰﾋﾞｽ

事業者等集団指導（ｵﾝﾗｲﾝ）

・R6. 2.15 宗谷総合振興局による運営指導

３）研修事業 介護保険等事業関係職員は、予算の ○実績報告

範囲内において１年に１回以上の研 ・R5. 5.19 訪問介護自主研修

修を受けるものとする。又他事業所 （虐待予防、事例検討）

との研修機会を検討する。

（３）在宅介護支援

センター事業

１）在宅介護支援セ 「地域包括支援センター」の協力機 ＜実態把握調査件数）＞

ンター事業 関として、在宅の要援護高齢者、要 市部 新規 郡部 新規 合計

（一部指定管理者制 援護となるおそれのある高齢者又は ４月 23 8 4 0 35

度対象業務） その家族等に対し、在宅介護に関す ５月 19 6 0 0 25

る総合的な相談に応じ、ニーズに対 ６月 15 3 2 0 20

応した各種の保健福祉サービスが総 合計 57 17 6 0 80

合的に受けられるように連絡調整等

の便宜を供与し福祉の向上を図るた 市部 新規 郡部 新規 合計

めに設置する相談機関。 ７月 22 5 5 0 32

８月 90 11 0 0 101

（一部指定管理者指定業務 ９月 32 2 0 2 36

Ｈ３１～Ｒ５／５年間） 合計 144 18 5 2 169

○職 員：２名（兼務）

○対象地域：朝日、はまなす、宝来 市部 新規 郡部 新規 合計

恵比須、ノシャップ、 10月 26 2 3 0 31

富士見、西浜、更喜苫 11月 39 6 8 0 53

内、恵北、増幌 12月 26 8 2 0 36

合計 91 16 13 0 120



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

市部 新規 郡部 新規 合計

１月 14 6 3 0 23

２月 6 5 0 0 11

３月 25 4 2 0 31

合計 45 15 5 0 65

（４）生活支援サポ

ート事業

(権利擁護関係事業)

１）成年後見事業 認知症、知的障害、精神障害等によ ［制度利用者１名］

（法務省所管） り判断能力が必ずしも十分でない人 「M･Mｹｰｽ」（担当：金谷書記）

の権利や財産を守るため、社協が法 ・被後見人は稚内市養護老人

定成年後見人、補佐人、補助人とな ホーム富士見園に入所中

ることにより、本人の権利擁護を図

る事業である。 ・R5.10.15 成年後見制度講演会（猿払）

・R5.11.18 成年後見制度事業担当者対象者別

研修(ZOOM)

・R6. 3. 8 GHひまわりの家利用者の成年後

見人利用に伴う相談について

２）日常生活自立支 認知症や知的障害、精神障害などに ４月 問合せ 初回相談 相談援助 計

援事業 より判断能力が不十分な方への福祉 認知症高齢者 0 0 2 2

サービス利用援助を目的に具体的な 知 的 障害 者 0 0 15 15

福祉サービスの情報提供や、お手伝 精 神 障害 者 0 0 0 0

い金銭管理や公共料金の支払い代行 不明･その他 0 0 0 0

通帳等の預かり業務。 合 計 17

委託元：北海道社会福祉協議会 ５月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 2 0 17 19

知 的 障害 者 0 0 15 15

精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 0 0 0 0

合 計 34

６月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 8 8

知 的 障害 者 0 0 19 19

精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 0 0 0 0

合 計 27

７月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 10 10

知 的 障害 者 0 0 11 11

精 神 障害 者 0 0 0 0



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

不明･その他 0 0 1 1

合 計 22

８月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 10 10

知 的 障害 者 0 0 6 6

精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 0 0 0 0

合 計 16

９月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 6 6

知 的 障害 者 0 0 9 9

精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 0 0 0 0

合 計 15

１０月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 1 0 8 9

知 的 障害 者 0 0 12 12

精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 3 0 0 3

合 計 24

１１月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 9 9

知 的 障害 者 0 0 21 21

精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 0 0 0 0

合 計 30

１２月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 7 7

知 的 障害 者 0 0 10 10

精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 0 0 0 0

合 計 17

１月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 5 5

知 的 障害 者 0 0 15 15

精 神 障害 者 3 0 0 3

不明･その他 0 0 0 0

合 計 23

２月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 2 2

知 的 障害 者 0 0 11 11



精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 0 2 0 2

合 計 15

３月 問合せ 初回相談 相談援助 計

認知症高齢者 0 0 2 2

知 的 障害 者 0 0 12 12

精 神 障害 者 0 0 0 0

不明･その他 0 0 1 1

合 計 15

[事業利用者]

契約準備ケース 0件

新規契約ケース 0件

継続契約ケース 4件

終 了ケース 0件

○実績報告

・R5. 9.25 日常生活自立支援事業生活支援員研修会

・R5.10.31 日常生活自立支援事業指揮監督者・自立

生活支援専門員研修

・R5.11.13 日常生活自立支援事業について

３）権利擁護サポー 日常生自立支援事業は、認知症高齢 ○実績なし

ト事業 者、知的障害者及び精神障害者など

の意志決定や意思表示の困難な在宅

者に対し、福祉サービスの援助や代

行、日常的な金銭管理などの地域生

活支援サービスを提供する事業であ

り、訪問１回あたりのサービス利用

料1,200円の半額助成を行う。

助成額：訪問１回につき利用料半額

助成を行う。

２．公益事業 ＜ケアプラン数＞

（１）指定居宅介護 ４月 ５月 ６月 合計

支援事業 予防 0 0 0 0

１）指定居宅介護支 要介護状態等になった利用者が居宅 介１ 21 20 20 61

援事業 において、自立した生活を営むこと 介２ 11 10 10 31

（ケアプラン及び介 が出来るよう配慮し、利用者の心身 介３ 9 11 11 31

護予防プラン作成 の状況、環境等に応じて、利用者の 介４ 4 5 6 15

事業） 選択に基づき多様な介護資源から適 介５ 2 2 2 6

正な保健医療サービス及び福祉サー 合計 47 48 49 144

ビスが総合的かつ効果的に提供され

るよう支援を行う事業。 ７月 ８月 ９月 合計

○根拠法：介護保険法 予防 0 0 0 0

○職 員：２名（兼務） 介１ 20 20 19 59

介２ 10 9 10 29

介３ 8 9 8 25

介４ 6 4 4 14



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

介５ 4 4 3 11

合計 48 46 44 138

10月 11月 12月 合計

予防 0 0 0 0

介１ 16 17 20 53

介２ 9 12 9 30

介３ 9 8 8 25

介４ 3 3 2 8

介５ 2 2 2 6

合計 39 42 41 122

１月 ２月 ３月 合計

予防 0 0 0 0

介１ 22 23 23 68

介２ 9 8 7 24

介３ 4 5 6 15

介４ 3 3 4 10

介５ 2 2 1 5

合計 40 41 41 122

○実績報告

・R5. 9.27 介護保険施設等及び障害福祉ｻｰﾋﾞｽ

事業者等集団指導（ｵﾝﾗｲﾝ）

２）訪問調査事業 要介護認定（介護保険法）における ＜介護保険法認定調査＞

訪問調査の実施。 ４月 1件 市内0・市外1

（１件4,000円程度） ５月 1件 市内0・市外1

６月 0件 市内0・市外0

７月 0件 市内0・市外0

８月 0件 市内0・市外0

９月 0件 市内0・市外0

10月 1件 市内0・市外1

11月 1件 市内0・市外1

12月 0件 市内0・市外0

１月 0件 市内0・市外0

２月 1件 市内0・市外1

３月 2件 市内0・市外2

合計 7件 市内0・市外7

（２）宗谷圏域障害 ＜相談件数４～６月＞

者総合相談支 身体 知的 精神 その他 合 計

援センター事 電話･ﾒｰﾙ 1 13 40 0 54

業 訪問 0 3 8 0 11

１）宗谷圏域障害者 稚内市内及び宗谷管内における障が 来所･来館 0 1 3 0 4

総合相談支援セ い児や障がい者に対して自立した日 合計 1 17 51 0 69



事 業 名 具体的事業 実 績 内 容

ンター事業 常生活、社会生活を営むことが出来 ＜相談件数７～９月＞

るよう地域の障がい者及び家族等か 身体 知的 精神 その他 合 計

（北海道補助事業及 らの相談に応じ、必要な情報提供及 電話･ﾒｰﾙ 13 84 9 44 150

び各町村からの受 び助言等を行う。関係機関等の連絡 訪問 6 48 1 29 84

託事業並びに相談 調整その他障がい者等の権利擁護の 来所･来館 0 8 2 3 13

支援事業及びサー ために必要な援助を行う事業。 合計 19 140 12 76 247

ビス利用計画作成 ○根拠法：障害者総合支援法

事業） ○地 区：稚内事務所（職員３名） ＜相談件数１０～１２月＞

枝幸事務所（職員２名） 身体 知的 精神 その他 合 計

電話･ﾒｰﾙ 35 114 1 37 187

訪問 25 35 1 20 81

来所･来館 2 7 0 0 9

合計 62 156 2 57 277

＜相談件数１～３月＞

身体 知的 精神 その他 合 計

電話･ﾒｰﾙ 24 30 2 12 68

訪問 17 11 0 13 41

来所･来館 1 4 1 6 12

合計 42 45 3 31 121

○実績報告

・R5. 9. 6 枝幸事務所の廃止について(枝幸町､浜

頓別町)

・R5. 9.11 事業停止について(宗谷総合振興局)

・R5. 9.27 介護保険施設等及び障害福祉ｻｰﾋﾞｽ

事業者等集団指導（ｵﾝﾗｲﾝ）

・R5.10. 5 社会福祉課長と打合(宗谷総合振興局)

・R5.12. 4 枝幸町と打合

・R5.12. 8 枝幸町と打合

・R6.2.22 宗谷総合振興局監査

２）訪問調査事業 障害支援区分認定における訪問調査 ４月 ４件 ＜障害者総合支

の実施（１件5,000円程度） ５月 ４件 援法認定調査＞

６月 １件

７月 ３件

８月 ３件

９月 ３件

10月 ３件

11月 ２件

12月 ２件

１月 ３件

２月 ０件

３月 ２件

合計 ３０件


